
CHECK
THE MOVIE !
動画を要チェック!

社会課題を解決するイノベーターを育てる大学院
～あなたの事業で世界を変える～

東大阪キャンパス
〒577-8502 東大阪市小若江3-4-1
アクセス方法 ●近鉄大阪線「長瀬」駅下車 徒歩約10分。
近鉄奈良線「八戸ノ里」駅下車 徒歩約20分、JRおおさか東線「JR長瀬」駅下車 徒歩約20分

https://www.kindai.ac.jp/graduate/ ▷

動画を要チェック!

CHECK 
THE MOVIE !

https://youtu.be/sFLY-ZcOp24

近畿大学
実学社会起業イノベーション
学位プログラム
（修士課程・2年制）

I N N O V A T I O N

次 代 を 拓 く 起 業 家 の 育 成 を
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在学生メッセージ
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実学社会起業イノベーション
学位プログラムの
社会的ニーズ
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特色

○総合大学の強みを生かした多様な学部・研究科・研究所教員による講義。
○起業家をはじめ、国内外の研究機関・行政・コンサルティング企業と社会で活躍する経験豊富な講師を招請。

多彩な講師陣

○文系教員１名＋理系教員１名＋学外メンター１名の合計３名による指導体制。
○多様な学部出身者で構成する学生チーム制の導入。 ※１チーム４名程度の学生を想定、入学者数により前後する可能性あり
○ビジネスプランを特定の課題の研究成果としてまとめ、学位取得をめざす。

充実したメンタリング

○大阪にいながら東京で活躍する起業家・ベンチャーキャピタル（VC）の方々と会える。

人脈形成

○オンライン・オンデマンド形式の講義を多用することで、ワーク・スタディ・ライフバランスの充実。

メディア授業の併用

出口
調査

ニーズ
調査

社会課題をビジネスで解決する

そのスキルを学ぶ2年間
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イノベーション創生で地球規模の課題に挑戦する
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（192社）

���
（113社）

���
（34社）

�
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（108社）
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�
（5社）

85％（192社）の企業・機関が
「ニーズがある」と回答

50％（113社）が
「採用したい」と回答

※企業・機関からの回答数：226　※出典：近畿大学「実学社会起業イノベーション学位プログラム」出口・人材需要に関するアンケート調査（2021年度実施）

● ニーズはあまりない
● ニーズは全くない
● わからない

● 採用しない

● わからない

● 極めて高いニーズがある
● ある程度高いニーズがある
● ある程度のニーズがある

● 採用したい

「近畿大学」のブランドをフル活用し、
起業を通じて社会変革や社会問題の解決に挑める！

○スタートアップ等の現場で2カ月以上のインターンシップを行い、イノベーション創生の能力を身に付ける。
○起業している自身の会社での活動を、インターンシップとして単位認定可能。

長期インターンシップ

※単位認定に関する事項のため担当教員と相談のうえ決定します

	�����
活躍が期待できるステージ

社会のニーズや課題と研究シーズをマッチングさせ、起業できる人材。

スタートアップ起業家

企業における社内ベンチャーやプロジェクトリーダーとして新事業・新商品開発の活性化や改革に貢献
できる人材。

イントレプレナー（企業内起業家）

後継者として事業承継に取り組みつつ、イノベーティブに新たな事業を発案し、実行できるノウハウを
備えた人材。

アトツギベンチャー起業家

NPO・NGO立ち上げ、グローバルな社会的課題の解決に挑戦できる人材。

ソーシャル・アントレプレナー（社会起業家）

産官学協働に取り組み、革新的な公共政策を立案できるスキルと意欲を備えた人材。

ポリシー・アントレプレナー（政策起業家）

活躍が期待できるステージ

A① 自分の「これがやりたい」という気持ちに全力
で答えてくれる先生方や、同じ志をもつ仲間と

繋がりたいと思ったため。

A② 大学院で得た人との繋がりを活かし、世界
で活躍できる経営者になる。そして、釣り業

界に新たな価値を提供できるようになる。

A③ 自分のやりたいことを、現状できるかでき
ないかは問題ではないと思います。自分の

やってみたいという気持ちを信じて、ワク

ワクする未来に向かって進みましょう！

A① 今まで学んでいた専攻との掛け算になるよ
うな学びを得たいと思ったから。

A② 常にクリエイティブな思考を持つ！

A③ 思いがけない爆発力がある大学院です。 
一緒にチャレンジしましょう！

近畿大学
工学部卒業
（2023年3月）

東 徳人さん

近畿大学
文芸学部卒業
（2023年3月）

山内 勇大さん

①進学を決めた理由　②修了後の目標　③志願者へのメッセージ
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1年生 前期

【基 礎】
1年生 後期

【実 践】
2年生 前期

【応 用】
2年生 後期

【発 展】

〇SDGｓなどの社会課題についての理解を深める

〇アントレプレナーシップの全体像について学ぶ

〇2カ月以上のインターンシップを経験し、
　スタートアップの知識を深める

〇スタートアップ・ベンチャー企業等で実際の
　現場を肌で感じる

〇経済・政策・知財・財務等の知識を叩き込む

〇企業等にフィールド調査を実施して課題解決の提案をする

〇特定の課題についての研究成果（ビジネスプラン等）を完成させる

〇学外ピッチコンテスト・アクセラレータ－プログラム等に挑戦

アントレプレナ ーシップ特別研究（1年次～2年次）

文系教員１名＋理系教員１名＋学外メンター１名の合計３名による指導体制 多様　な学部出身者で構成する学生チーム制 やりたいことの具現化、形にする知識・スキルを身につける
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授業科目一覧
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2年間の流れ
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特色ある授業科目

1.必修科目38単位を修得する。
2.学際応用科目の選択必修科目から
2単位を選択して修得とする。

②学修目標：

既存の学問体系を超えて、
未来をイメージして挑戦できる　
本質的な社会的な課題を抽出できる
社会的な課題に対応する
多様な分野の情報を収集して、
解決策を主体的に創造できる　
センスメイキング能力を備えて、
実行できる

学修目標1

学修目標2

学修目標3

学修目標4

③学位授与条件：

①（必要修得単位数）、②（学修目標）を
達成し、「特定の課題についての研究成
果」の審査及び公聴会における口頭発
表及び最終試験に合格すること。

プロブレムインタビュー・データ解析基礎
プロブレムインタビュー・データ解析実践
国内外アントレプレナーインターンシップ
アントレプレナー課題解決実践
実学ディ－プテック・インターフェース講義
事業継承・アトツギベンチャー概論
学際ピッチプレゼンテーション特論
学際知財戦略
Business and Pitch Presentation
学際実学シミュレーション特論
アントレプレナーシップ・アカウンティング

1前
1後
1通
2前
2前
2前
2前
2前
2前
2後
2後

1
1
2
2
2

2
2
2
2
2

2

̶ 18 0 2小計（11科目）

専
門
科
目

アントレプレナーシップ特別研究Ⅰ
アントレプレナーシップ特別研究Ⅱ

1通
2通

4
4

̶ 8 0 2小計（2科目）

̶ 38 3 2合計（23科目）

特
別
研
究

科目
区分 授業科目の名称 配当

年次 必修 選択
必修 選択

単位数

実学社会課題ベーシック
実学社会課題アドバンス
アントレプレナーシップ概論
DX入門
アントレプレナー・インターフェース講義1
アントレプレナー・インターフェース講義2
Globalization and Public Policy

1前
1前
1前
1前
1前
1前
1前

2前
2前
2前

̶

1
1
1

2
2
2
2
1
1
2

12 3 0

学際政策形成
学際エコノミクス
学際地方自治

小計（10科目）

学
際
基
礎
科
目

学
際
科
目

学
際
応
用
科
目

①必要修得単位数：総計40単位以上

アントレプレナー・インターフェース講義
〇各業界の最前線で活躍している若手実務家・経験豊富な実務家によるリレー講義
〇自身の経験を生の声として学生に伝え、その場で学生とディスカッションを実施する
※12～14名の学外講師を招いた講義（講師の人数は予定であり予告なく変更される場合があります）

アントレプレナーシップ特別研究
〇文系教員１名＋理系教員１名＋学外メンター１名の合計３名による指導体制
〇多様な学部出身者で構成する学生チーム制
〇ビジネスプランを特定の課題の研究成果としてまとめて、学位取得をめざす

アントレプレナーシップ概論
〇アントレプレナーシップの変遷と現在の動向、近未来の方向性を学ぶ
〇加えて、リーダーシップの理論と実践、スタートアップのトレンドと
　リスクマネジメント等について理解を深める

実学社会課題ベーシック
〇SDGｓ17の目標のテーマに対して、地球社会の課題発見と解決方法を見出していく
〇近畿大学の複数の学部・研究科・研究所教員によるリレー講義

01
0202
03
0404

授業科目の
概要はこちら

0403
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パートナー機関
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インキュベーション施設

大阪の中小企業等の経営力強化や創業支援等

の事業を行っています。平成25年（2013年）か

ら大阪市により設置された世界に挑戦する起

業家やエンジニアなどが集まるイノベーション

創出拠点「大阪イノベーションハブ」にて、起業

家を創出・支援するためのイベントやプログラ

ムを年間約200回開催しています。さらに令和

元年（2019年）10月からは「大阪スタートアッ

プ・エコシステムコンソーシアム」の事務局とし

て、更なるスタートアップ支援に取り組んでい

ます。

公益財団法人　大阪産業局

主な支援内容

起業家・若手実務家を招いたオムニバス講義等の実施

スタートアップ企業等でのインターンシップの実施

文系・理系の教員および起業家の計3名による複数指導体制の構築

アクセラレーションプログラム・ピッチコンテストへの学生の参加案内

スタートアップの起業・シード期支援プログラムへの参加案内

講師の紹介
長期インターンシップ先の紹介
大学院生のスポットメンターの紹介
関連プログラムへの参加
大学発ベンチャー・スタートアップの起業支援

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・

近畿大学は以下2つの機関と包括連携協定を締結し、
本学位プログラムに対して全面的に協力・支援をいただきます。

平成22年（2010年）の創業以来、総額1,000億

円以上の資金を運用し、関連ファンドを通じて、

520社以上のスタートアップへの投資活動を行

うなど、創業前後のシードステージに特化した

ベンチャーキャピタルとして国内最大規模の実

績を有しています。独自のア

クセラレーションプログラム

や起業家支援プログラムを

実施しています。

インキュベイトファンド株式会社

［代表パートナー］ 本間 真彦氏から皆さんにメッセージ

〇東大阪キャンパスを象徴する西門の目の前に位置し、24時間利用可能、
　登記利用もでき、環境面からも起業を支援
〇実学社会起業イノベーション学位プログラムの学生も使い放題

���� ○1、2階とも全席可動式の机と椅子を配置した
　オープンスペースで多様な利用目的に対応できる空間。

○Wi-Fi、電源を完備し、飲食も可能。

○平日8：30～17：30にはスタッフも常駐しており、
　人材マッチングや資金調達などの相談ができます。

����� ○大型のプロジェクタースクリーン、可動式の音響操作卓を備え、
　新たな交流が生まれる空間を創出。

〇毎月、3～4回の起業に関するイベントを実施しており、
　ベンチャーキャピタル（VC）やベンチャー企業のゲストが
　登壇しています。

□ 設置の概要

名　　称

課　　程

開設時期

募集定員

学　　位

実学社会起業イノベーション学位プログラム

修士課程

令和5年（2023年）4月

30名

修士（学術）

□ 学費

修士課程

授業料学年

1年次

2年次

合計（円）

1,031,500
※93１,500

881,500

825,000

875,000

学生健保共済会費

6,500

6,500

入学金

200,000
※100,000

（1） ※印は、本学の学部および大学院を令和5年3月卒業・修了見込の方に適用されます。
（2） 表示額以外に校友会終身会費30,000円が必要です（入学年次に20,000円、最終学年次に10,000円）。入学後、校友会の準会員となり、卒業後、正会員になります。
　　ただし、本学学園出身者で既に校友会終身会費を納めた方は不要です。

□ 入学試験

※ローリング・アドミッション方式

入学試験は出願期間を設けない随時出願とし、複数の日程から試験日を選択できる入試方式※を導入

▶ 学部卒業生（見込み含む）のみならず、社会人を含め学内外から多様な志願者を受け入れます。

▶ 大学の出身学部は不問とし、幅広い専門・学問領域の志願者を募集します。

▶ すでに起業している方、これから起業をめざす方も問わず幅広く受け入れます。

設置概要

◎令和7年度（2025年度）　近畿大学大学院「実学社会起業イノベーション学位プログラム」入学選考日程
　出願期間：令和6年6月6日（木）～令和7年1月30日（木）

出願期間

第1期
令和6年  6月11日（火）
令和6年  6月18日（火）

令和6年  8月  2日（金）
令和6年  8月  2日（金）

令和6年  9月27日（金）

令和7年  1月24日（金）

令和7年  3月  4日（火）

令和6年11月22日（金）
令和6年12月  6日（金）
令和6年12月20日（金）

令和6年12月21日（土）
～

令和7年  1月30日（木）

令和7年  1月18日（土）
～

令和7年  2月15日（土）
（原則、毎週土曜日に試験可能）

令和6年  9月  7日（土）
令和6年  9月14日（土）

令和6年12月  7日（土）
令和6年12月21日（土）
令和7年  1月11日（土）

令和6年  7月  6日（土）
令和6年  7月13日（土）

令和6年  7月20日（土）

第2期

第3期

第4期

試験日 合格発表日

出願・募集要項はこちら（ ������������������������������
���
��
�����������	）
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